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５．羽田空港再拡張事業の今後のスケジュール及び現在の検討

状況

（１）羽田空港再拡張事業の今後のスケジュールは、別紙のと

おりであり、現在の検討状況は次のとおりである。

【資料：５－３】

（２）工法の選定

羽田空港の再拡張事業に早急に着手し、早期完成を図る

ためには、事業費等を見極めるとともに設計作業に入る必

要があることから、新設滑走路及び連絡誘導路をどのよう

な工法で建設することが適当かにつき速やかに決定する必

要がある。工法の評価選定作業を客観的､中立的かつ透明

性をもって行うために、羽田空港再拡張事業工法評価選定

会議（座長：椎名 武雄 日本アイ・ビー・エム(株)最高

顧問、元航空審議会委員長）を設け、①桟橋、②埋立／桟

橋の組み合わせ、③浮体の３工法について、空港としての

安全性・安定性、工費、工期、環境への影響等の観点から

総合的に比較評価して、最適な工法を選定すべく、検討を

行っている。

【資料：５－４～５－７】

（３）船舶航行安全対策の検討

滑走路の新設に伴い、船舶航行の安全を確保するため、

現在の東京港第一航路の位置を変更する必要があるが、第

一航路のあり方については、今後、航路屈曲角の設定、航

路の拡幅等のハード面の対策及び通航方法等のソフト面の

対策を、関係者間で総合的に検討することにより、成案を

得ることにしている。なお、この検討にあたっては、東京

港における廃棄物処理と港湾機能の確保を前提としてい

る。

このため、学識経験者、海事関係者等からなる調査・検



討の場を設け、検討を進めている。

【資料：５－８～５－１０】

（４）多摩川の河川管理との関係

新設滑走路については、多摩川の河川管理上支障を生じ

させないよう措置する必要があるため､多摩川の河口部に

ついては、川の流れを妨げることのないよう通水性を確保

できる構造とすることにより対応することとし、現在、工

法の選定作業の中で検討中である。

（５）環境アセスメントの実施

また、着工までには、環境アセスメントを実施する必要

があるが、既存の調査結果の活用、関係地方公共団体の協

力等により、速やかに環境アセスメントを実施・完了でき

るよう、現在、環境省、関係地方公共団体等と検討を進め

ている。

【資料：５－１１】
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羽田空港再拡張事業工法評価選定会議 について

平成１４年５月

国 土 交 通 省

１．趣旨

羽田空港再拡張事業については、平成13年8月、都市再生本部による都市
再生プロジェクト(第二次決定)に選定され 「国際化を視野に入れつつ東京、
国際空港(羽田空港)の再拡張事業に早急に着手し４本目の滑走路を整備す
る」とされた。その後、同年12月 「羽田空港の再拡張に関する基本的考え、
方」を決定し、新滑走路の位置が確定したところである。

このため、早急に再拡張事業に着手し、事業の早期完成を目指す必要があ
るが、そのためには、まず、工法を選定する必要がある。工法については、

、 、 、最終的には国土交通大臣が決定するが そのための評価選定作業を 客観的
中立的、かつ透明性をもって行うために、以下の委員による工法評価選定会
議を設置し、評価選定作業を行うこととする。

２．委員（敬称略、五十音順）

座 長 椎名 武雄 日本アイ・ビー・エム㈱最高顧問
（元航空審議会委員長）

座長代理 飯島 英胤 東レ㈱相談役

磯部 雅彦 東京大学大学院新領域創成科学研究科
教授〔沿岸域環境〕
（首都圏第３空港調査検討会メンバー）

〔 〕猪口 邦子 軍縮会議日本政府代表部特命全権大使 国際政治
（元交通政策審議会委員、首都圏第３空港調査検

討会メンバー）

杉山 武彦 一橋大学副学長〔交通経済〕
（交通政策審議会委員、同航空分科会会長、

同空港整備部会部会長）

須田 𠘑 八戸工業大学工学部教授〔土木工学〕
（交通政策審議会委員、首都圏第３空港調査検討

会メンバー）

吉田 宏一郎 東海大学海洋学部教授〔海洋構造工学〕

３．スケジュール

第１回 ３月２８日(木)
第２回 ４月１６日(火)

・各工法について関係者よりヒアリング
第３回 ４月３０日(火)

・各工法について関係者より追加ヒアリング
・主要論点の整理

第４回以降 ・各工法の評価検討作業
・工法の選定

会議の検討結果を踏まえ、国土交通大臣が工法を正式決定する。





浮体工法

埋立/桟橋ハイブリッド工法

桟橋工法

羽田空港再拡張　３工法について



直接工事費
※

　　５，６４０億円 直接工事費
※

　　５，５７０億円 直接工事費
※

　　５，３００億円

滑走路島本体…４，７９０億円 滑走路島本体…４，７２０億円 滑走路島本体…４，５００億円

連絡誘導路 ………８５０億円 連絡誘導路 ………８５０億円 連絡誘導路 ………８００億円

空港施設の直接工事費 ・・・・・検討中 空港施設の直接工事費 ・・・・・検討中 空港施設の直接工事費 ・・・・・検討中

　（航空保安施設、エプロン等） 　（航空保安施設、エプロン等） 　（航空保安施設、エプロン等）

経費等　（調査設計等） ・・・・・検討中 経費等　（調査設計等） ・・・・・検討中 経費等　（調査設計等） ・・・・・検討中

滑走路島、連絡誘導路
※

　４４０億円 滑走路島、連絡誘導路
※

　２１０億円 滑走路島、連絡誘導路
※

　５９７億円

空港施設 ・・・・・検討中 空港施設 ・・・・・検討中 空港施設 ・・・・・検討中

（※各工法を提案した団体からのヒアリング結果より）

※
２．５年以内

※
２．５年

※
２．６年

（１００年間計）

３工法の工期・事業費等について

事業費

維持管理費

【桟橋工法】 【埋立/桟橋ハイブリッド工法】 【浮体工法】

工　期



東京国際空港再拡張に係る船舶航行安全検討状況について

平成13年12月、東京国際空港をＢ滑走路平行案により再拡張するこ

ととし 「羽田空港の再拡張に関する基本的考え方」を決定した。この、

中において、現在の東京港第一航路（港湾法上の航路）の位置を変更

する必要があることから、変更後の東京港第一航路のあり方について

は、

「２．滑走路の新設に伴い、船舶航行の安全を確保するため、現在の東

京港第一航路の位置を変更する必要がある。

変更後の第一航路のあり方については、今後、ビジュアル操船シ

ミュレーションの結果等を踏まえつつ、航路屈曲角の設定、航路の

拡幅等のハード面の対策及び通航方法等のソフト面の対策を、関係

者間で総合的に検討することにより、成案を得る 」。

「３．上記２．の検討にあたっては、東京港における廃棄物処理と港湾

」機能の確保を前提とする。

こととされた。

このため、東京港第一航路の法線・形状・幅員及び港則法上の東京

西航路のあり方並びに多摩川河口部周辺水域を含めたアクアライン以

北の海域における通航経路・通航方法等について調査検討を行ってい

る。



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調査検討フロー図 

羽田空港の再拡張に関する基本的考え方 
（H.13.12.19） 

現況交通・海域利用の実態 
将来交通量、マスト高 

再拡張後の空域制限、空港の運用

構造物との安全離隔距離 

再拡張による船舶交通流・海域利用の検討 
（アクアライン以北、多摩川河口部を含む海域における通航経路・通航形態等）

（錨泊、避泊等の海域利用等） 

東京港第一航路（ハード面）の検討

（法線、形状、長さ、幅員、屈曲角等）

東京港第一航路（ソフト面）の検討 
（東京西航路の検討） 
（航法、港則法航路のあり方、航路管制）

東京都港湾審議会 
計画専門部会（H.14年度予定）

シミュレーションの実施 

死角、騒音、航空灯火、電波障害 
による影響 

流況変化 

航行支援等のあり方 

まとめ及び課題整理 
（H.14.12予定） 

静穏度 





一般からの意見提出

評価書の公告・縦覧

知事からの意見提出

評価書の作成

評価書の補正

知事からの意見提出

準備書の作成

《環境影響評価の手続の流れ》
事業者（国土交通省 関東地方整備局、東京航空局）

意見概要・見解書を知事に送付
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境
 
大
 
臣
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土
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通
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臣
（

航
空
局
）

準備書の公告・縦覧

一般からの意見提出

方法書の作成

方法書の公告・縦覧

意見の概要を知事に送付

縦覧期間(１ヶ月)
＋２週間

９０日以内

縦覧期間(１ヶ月)
＋２週間

縦覧期間(１ヶ月)

１２０日以内

９０日以内

送付送付

意見 意見

＜方法書＞
・評価対象項目
・調査・評価方法

＜準備書＞
・調査・評価の結果

＜評価書＞
・意見を踏まえて準備書を修正したもの

調　　　　査

予　　　　測

評　　　　価

５－１１


